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［法人の概要］

出資法人等経営評価書（企業会計用）

平成１９年７月１日現在

　

　

日立埠頭株式会社

４７整理番号

株式会社日立物流

設　立
目　的

　昭和３４年に日立港において港湾運送事業及び関連事業を経営することを目的に設立。その後，平成
元年に国際情勢の大きな変動，国内での高水準の設備投資と活発な個人消費による内需主導型経済
の拡大に対応して，茨城県，日立市からの支援体制を強化し，第３セクターとしての基盤を確立するた
め増資し，現在に至る。
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［収支の状況］ 　

　

　

資産

（単位：千円）

収

支

の

状

況
法人税，住民税，事業税

特別損失

売上高

売上原価

販売費及び一般管理費

うち管理費

うち人件費

区　　　　分

売上総利益

0

57,211

651,648
244,827

4,629,816

59,247

121,889

51,597

406,821

68,256

127,503

4,673,140

34,640
307,775274,159

34,640

4,428,918

55,151

73,535
50,260

0
0 0

110,458
43,583

394,972
104,242
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613,458

369,929

0
80,223
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0
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日立埠頭株式会社

308,799 342,415
274,159

6,045,880
773,537

当期未処分利益
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営業外費用
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0
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0 0
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支　　出　　項　　目 目     　的　 ・ 　内　      容　・　効　　　　果

補助金
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2,821,273
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0

委託金
日立港荷役機械保守点検業務：８，１４０千円

損失補償・債務保証

［平成１８年度の補助金等の目的・内容等］

貸付金 0

0
8,1407,500

［財的関与の状況］

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度
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的
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与
状
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財

産

の

状
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1,619,039
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3,087,717
2,203,998

60,000
883,719

1,956,512

913,059

8,1407,500
0% 0%

063,600

0
904,691

（単位：千円）

0

1,851,8672,037,486

4,673,140
2,939,174
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4,428,918

資本

流動負債

うち短期借入金
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うち長期借入金 65,000
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固定資産

0
2,869,571

2,391,432

0 0

貸付金
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経営目的，経営方針が各種計画に
反映され，計画・実行・見直しが行
われているか

法人が行っている事業と当初の設
立目的が適合しているか

組織，人事，財務等の内部管理体
制が適切に整備・運用され，かつ
情報公開による透明性の確保が適
切か

法人の財務体質が健全であるか，
また，各事業の採算性がとれてい
るか

《評価の視点》

73.3%63

組織運営の
適正性

計画性

目的適合性

健全性

32 36

24

86

88.9%

25.0%6

企業会計用
日立埠頭株式会社
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経営評価レーダーチャート

 
 

る

効率性健全性

組織の管理運営上における人的・
物的な経営資源が有効活用されて
いるか

各評価項目については，「出資法人等
経営評価指標及び評価基準等」を参照

組織運営の適正性
中長期経営計画，年
次計画を策定してお
り，年次計画は四半
期毎に計画と実績を
比較分析を実施して
いる。

事業の公共性を自覚
し，ISO9001品質方
針に基づく活動方針
を従業員に徹底し，
顧客へのサービスに
努めている。

和協一致・基本と正道の精神のもと，総合物流サービス事業者として，誠意をもって顧客
に応え，積極進取の気概を奮って健全な事業経営を追求すると共に，自らの公共的使命
を自覚して，日立港・常陸那珂港の発展に寄与し，あわせて地域社会に貢献することを
基本理念とし，常に時代が求める総合物流の在り方をハード・ソフト両面からご提案し，
総合一貫物流をカタチにし，お客様の企業活動をサポートして参ります。

激化するコスト競争
への対応のため，業
務の総点検及び支
出の総ざらいによる
コストの徹底削減を
図る。

当社グループの結束
を強化する。TQC活動
（全社的品質管理）及
びITを駆使した作業改
善により効率向上を
図る。

ISO9001業務手順書
及び他諸規則の遵
守によりチェック体制
を確立している。

今後の事業展開の方向

計画性 目的適合性

［法人の自己評価（経営概況，経営上の課題・対策等）］

効率性組織運営の適

正性
健全性
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［法人を担当する課の意見］

［総合評価］

激化する港間のサー
ビス競争に対応できる
よう，一層の受注拡大
及び合理化・効率化を
図る必要がある。

計画性 組織運営の適正性目的適合性
景気の動向に対応す
るため，中長期経営
計画及び年次計画の
定期的な見直しを実
施するなど計画完遂
に努められたい。

日立港における唯一
の港湾運送事業者と
して，顧客へのサー
ビス向上に努める必
要がある。

ISO9001の業務手順
書の遵守など，適正
な組織運営を図って
いる。

全社挙げてコストの
徹底削減を図るなど
し，４期連続の黒字
経営となっている。

健全性 効率性

法人担当課の意見

全社挙げての業務の総点検及び徹底したコストの削減効果により，３期連続の売上高６
０億円超えを達成し，４期連続の黒字となり安定した経営である。今後は，激化する港間
のサービス競争に対応するため，グループ各社の結束をより強め，一層の受注拡大に努
め，安定した経営基盤の確立を図って行く必要がある。また，時代が求める総合物流の
在り方をハード・ソフト両面からサポートし，顧客の満足度を高め，日立港及び常陸那珂
港の発展に寄与する，公益的な役割をなお一層発揮することが必要である。

取組みを強化すべき視点 計画性 組織運営の適正性 健全性 効率性目的適合性

から県民のみなさまへ＞

　私たちは「環境に優しい総合物流サービス」をスローガンに物流輸送方法を温暖化ガス（CO2）排出量の少な
い海上輸送へ転換する「モーダルシフト」をお客様に提案し続けております。公正な・透明な企業活動を堅持し，
お客様が求める「環境とコストの両立」に応え，「北関東の海の玄関（日立港，常陸那珂港，大洗港）」として，更
に「日本一の地方港」を目指し，「安全」「確実」「迅速」な荷役技術の向上に努め，社会に貢献して参ります。ま
た，生活必需品を安定供給するためのポートセールスや日々の港の監視，及び清掃活動を通じて「きれいな安
全で安心の港づくり」を展開しております。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２０年２月　　取締役社長　髙岡　洋

総合的所見等
に係る対応

　より一層の受注拡大に努め，業務の効率化及び徹底したコスト削減等により，安定した
経営基盤の確立を図るとともに，船舶・貨物を誘致し，港湾の利用促進を図るための港
湾振興活動（ポートセールス活動）等，港湾の発展に向けた役割を担うよう指導するとと
もに，県としての関与の在り方等について検討していく。

＜ 日立埠頭株式会社

総合的所見等

概ね良好 改善の余地がある 緊急の改善措置が必要

　国際品質保証規格「ＩＳＯ９００１」の認証取得･更新により，高い経営管理レベルのもと，
３期連続売上高６０億円を超え，４期連続の黒字となるなど，安定した経営状況にある。
　今後とも，受注拡大に努め，業務の効率化，徹底したコスト削減等により安定した経営
基盤の確立を図るとともに，港湾の発展に向け公益的な役割を担われたい。
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